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指導主事訪問・６年生が国語の学習で力を発揮！

６月２３日（金）には、今年度最初の指導主事訪問があり、６年生の

国語の学習「伝統文化を楽しもう」の授業を見せていただきました。

今回の単元では、日本の伝統的な言語文化に触れ、現代とは違う言葉

づかいや言い回し、現代にも通じる昔の人のものの見方や感じ方につい

て知ること、狂言独特の表現や調子のおもしろさに気付き、声に出して

楽しみながら日本の伝統文化への興味や親しみをもてるようにすること

をねらっています。単元のはじめには、話の筋に合わせた動画付きの古

典落語の映像を基に伝統的な言語文化への関心を高めながら、学習がス

タートしました。

この日の学習では、一人一人が見付けた「話の筋」「表現」「動作」

などの「狂言のおもしろさ」のうち、「表現」と「動作」に焦点を絞っ

て話し合い、まとめていきました。ペアや３人組で話し合ったことを基

に全体で話し合い、「柿山伏には、動物の鳴き声や動きを言葉で表した

り、独特な言葉や繰り返しのリズムを使ったりするおもしろさがある。

また、ものまねなどをして、大きなゼスチャーで演じるおもしろさがあ

る。」というまとめにつなげていました。 ３人組での話合いをしています

この「ペアや３人組での話し合い」という学習形態は、角館中をはじ

めとする中学校や、他の小学校でも多く取り入れられている「秋田型の

学習」の一つです。本校は、少人数での学習場面が多いのですが、この

ような「ペアや３人組」での学習形態をしっかりと身に付けることによ

り、大きな規模の学級でも力を発揮したり、伸ばしたりすることができ

ると考えています。そのような意味で、今回の６年生の姿から「中川っ

子が目指す姿」を改めて確認できたと感じました。

今回の学習は、夏休み後の「三省まつり」の６年生の演目につながっ 本文の表現を根拠に話し合います

ていくのだそうです。どのように演じるのか楽しみです。 まとめと振り返りまで、

しっかりとつながりました

学校評議員の方々をご紹介します

６月２９日（木）、第１回学校評議員会を開きました。授業

に取り組む子どもたちの様子を参観いただいた後、今年度の学

校の取組について説明をし、アドバイスをいただきました。

今後、様々な場面でご指導ご助言をいただくことになりま

す。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

学校評議員は次の５名の方々です。

○Ｋ．さん ○Ｋ．さん ○Ｔ．さん

○Ｙ．さん ○Ｆ．さん

三省
学校ホームページ http://www.city.semboku.akita.jp/sc_nakasyo/

学校公式ブログ http://blog.goo.ne.jp/sembokunakagawa 携帯からも見られます。随時更新中

Ｈ２９．７．６（木）
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全校児童を動かすちびっ子たち～第２回音楽集会（６／２８）

６月２８日（水）には、第２回音楽集会を行いました。進行役の６年生Ｋ．さんとＴ．さんが今回

の集会のめあてを確認し、集会が始まりました。今回のめあては、次の２つです。

①１・２年生の名人は誰かを見付けること

②歌「ゴー、ゴー、ゴー」で、赤組、白組の心を一つにする方法見付けること

最初は２年生の発表でした。「歌「『橋の上で（２拍子）」『たぬき

のたいこ（３拍子）』の拍子の違いに気を付けて歌います。」というめ

あてで歌いました。続いて「橋の上で」に手遊びを付けて、全校のみん

なにやり方を教え、全校児童でいっしょに楽しく歌いました。最後は、

鍵盤ハーモニカで「かっこう」の演奏です。先週の練習のときには、ま

だうまく演奏できない人もいたのですが、本番はバッチリでした。フロ

アの子どもの感想発表では、「拍子の違いがよく分かった。」「演奏が

そろっていて、とてもきれいだった。」など、２年生のめあてが達成で ペアでも３人組でも大丈夫！

きたことを、全校のみんなで共有することができました。

続いて１年生が発表しました。歌「ひらいた ひらいた」は手遊び付

きで、歌「さんぽ」は、体育館を本当に散歩しながら楽しそうに歌って

います。「トトロ」の一場面を見ているようでした。続いて歌「じゃん

けんぽん」「なべなべそこぬけ」では、全校のみんなを巻き込んで楽し

い音楽遊びの世界が繰り広げられました。特に「なべなべそこぬけ」で

は、だんだん大きくなる「人の輪」が、最後には「大きな一つの輪」に

なり、ドキドキ感がいっぱいでした。感想発表からは、「『なべなべそ

こぬけ』で裏返しになるところが、とっても楽しかった。」というよう

に、「音楽遊び」を全校のみんなで楽しめたこと、楽しさを共有できた ３人で一生懸命に教えます！

ことなどが伝わってきました。

今回の音楽集会では、「やり方絵を的確に伝えること」の大切さを改

めて感じました。また、「一生懸命な発表者に対して、しっかりと応え

てあげるフロアの子どもたちの態度」の素晴らしさも感じました。

「のびやかに さわやかに しなやかに」は、本校の合い言葉です。今後

も、「かかわり合い」を大切にしながら、「個（自分）の成長」「集団

として（自分たち）の成長」を意識しながら、学習や諸活動に取り組む

ことができるように働きかけていきたいと思います。

なお、今回のめあて①は、もちろん達成できました。②については、 最後は大きな輪になりました！

次回までの持ち越しとなりました。（声をそろえるのは、もうあたり前になったのかな？）


